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C.nst/Ty3･IIV3(1次元), ｡｡nst/T与恒可 V2(2次元 ),const/Tで(3次元)0
3次元のみが自発磁化を生 じ,1,2次元は強磁性が不安定であることを示している｡
この系を扱 う1つの方法は高温展開であるo ノ､ミル トニアンH=-2JP,nSeSm一
g〃BHgSeZで,状態和 Z- Tre-PH (p-二1/kT) を, JP,gpBHP≪1とし
て展開し,この展開を高次まで取 り低温まで extrapolateすることを考える｡今 , 帯磁
率 x-tNd-BS(S十1)/3J)0-1(1十Ea 0-n) ;0- kT/J になったとして,x∩ ∩
の発散点 Oc= ljimw al./an-1を求めるo




うであるO四角格子,三角格子等で特にS- I/2の場合, ar/alan-1- 1/n のプロ
ットをみると振動してお ｡収束する様子は見られないoなお,1十∑ anβ~nが βC以n
外の複素値で極を持ち且つその絶対値が βCより大なる時, βCを正確に決定できない｡
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